
■この取扱説明書をよくお読みになって、

正しく又末永くお使いください。

■取扱説明書は、いつでも見られる場所に

必ず保管し、必要な時にお読みください。
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このたびは、お買い上げいただき

ありがとうございました。
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お手入れ方法

洗剤・ワックス・その他の薬品類は、それ
ぞれの注意表示にしたがって正しくお使い
ください。

アフターサービスについて

※使い方を誤ると人体に悪影響を及ぼしたり、
　変質・変色の原因になることがあります。

必ずお守りください安全上のご注意
ここに示した注意事項は、

守らないと人身事故や、家財の損害に結び付くものです。

安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

●お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

注意 この表示の欄は「障害を負う危険が想定される場合および物的損害
のみの発生が想定される」内容です。

●表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる
　危害や損害の程度を、次の表示で説明しています。

●通常のお手入れは、乾いた布等でカラ拭きしてください。汚れは、中性洗剤をスポンジに付け
て落とし、水を含んだ布で洗剤を拭き取った後、乾いた布でから拭きしてください。

●シンナーは、表面の被膜をいためるので使用しないでください。

■この取扱説明書をよくお読みの上、再度点検していただき異常のあるとき、又はお気づきの点が
　ございましたら、工事店・販売店、又はトーヨーキッチンお客様相談室にお問い合わせください。

ご連絡して頂きたい内容　●ご氏名　●ご住所　●電話番号　●お買い上げ日　●異常の内容　●品番

■製品の保証期間はお買い上げ後、取扱説明書にしたがって正常な使用状態において1年間です。

注意

取扱説明書

ドアには、むりな力をかけないでくださ
い。

※ドアや幕板などがはずれて、けがをする恐れ
　があります。

この図記号は、してはいけない「禁止」内容です。

この図記号は、必ず実行していただく「強制」内容です。



この図記号は、必ず実行していただく「強制」内容です。

施工の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しく施工してください。

●お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で説明しています。

注意 この表示の欄は「傷害を負う危険が想定される場合および物的損害
のみの発生が想定される」内容です。

●表示内容を無視して誤った工事をしたときに生じる危害や損害の程度を、
　次の表示で区分し、説明しています。

●施工工事完了後、説明書の内容にしたがって各部の点検を行い、異常の無い事を
　確かめてください。

●この「取扱説明書・施工説明書」は、お客様にお渡しする大切な書類です。
　紛失や、汚れが生じないように大切に保管し、施工完了後、お引き渡し時に
　 お客様にお渡しください。

注意

工事完了後は、扉のがたつきや金具のゆるみのないことを必ず確認してください。
　

※使用中に扉や幕板などが落下して、けがをする恐れがあります。

警告

スライドドアイリーデの施工は、建築壁・床の構造を確かめて正しく行ってください。
　

※落下して、けがをする恐れがあります。

警告 この表示の欄は「死亡または重傷を負う可能性が想定される」
内容です。

必ずお守りください安全上のご注意
施工説明書



1　注文した製品が納入されているか確認してください。

2　補強桟の確認

・壁面の取付桟位置に取付桟があることを確認してください。

・壁の垂直、床の水平レベルを確認してください。

ドア

ガイドブラケット

レール 幕板ドアカバー

4.5×35　4本
3.5×20　4本
3.5×30　2本

カールプラグ

1枚 2ケ 1本 1枚

4ケ（ドア巾100cm）

3ケ（ドア巾80cm）

1ケ 6本

皿タッピンネジ

施工前の確認

標準施工図
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1　ブラケット取り付け位置のレベル出し

      床面から2255mmの位置に墨出しを行う。

　  図1参照

4　ドアの仮取り付け

      ドアの上部に付いているピボットボルト

      の高さを25mmに仮設定して、ドア（ピ

      ボットボルト）をローラーにひっかけま

      す。ドアと床の隙間が8±3mmになるよ

      う、ピボットボルトを調整します。

      図4参照

2　ブラケットの取り付け

　  レールの長さに対して、図1の様に、ブ

     ラケット位置を決め、同梱の皿タッピ

     ンネジ4.5×35で固定してください。

   （壁が鉄筋コンクリートの場合は、同梱

     のカールプラグを埋め込んでから、皿

     タッピンネジで固定してください。）

　  図1・2参照

3　レールの取り付け

      レールをブラケットにはめ込み、同梱

      の皿タッピンネジ3.5×20で上から固定

      してください。

　   図3参照

5　ガイドの取り付け

      ガイドを、図5に示す処で位置決めしま

      す。

     ドアを外し、ガイドを同梱の皿タッピンネ

     ジ3.5×30で床に固定します。（床が鉄筋

     コンクリートの場合は、同梱のカールプラ

     グを埋め込んでから、皿タッピンネジで固

     定してください。）

     図5参照

6　ピボットボルトの固定

      ふたたびドアをローラーにセットし、ドア

      と床の隙間が8±3mmであることを確認し、

      ピボットボルトのナットを締め付け、ピボ

      ットボルトがローラーから外らないように、

      しっかりと固定します。

      図6参照

施工方法

図2

ブラケット

皿タッピンネジ

  カールプラグ
（RC壁の場合）

図1 25～100 25～100等分 等分 等分

図5

ガイド

ストッパー

ガイドレール
   カールプラグ
（RC床の場合）

皿タッピンネジ

ピボットボルト

図4

25

ローラー

図3

レール

皿タッピンネジ

図6

17mm

ナット

ローラー

ストッパー

ピボットボルト



7　上部ストッパーのセット

      レールに付いている上部ストッパー（左

      右2ケ）を、移動し、ドアが設定した位

      置で止まるよう調整し、ストッパーを固

      定します。

      図6参照

8　ドアカバー・幕板の取り付け

      ドアカバーを、ドアのキャッチに両面から

      セットし、幕板をレールにはめ込みます。

      幕板がしっかりと固定されていることを確

       認してください。

       図7・8参照

1　幕板・ドアカバーを外し、ピボットボルトのナットをゆるめ、ドアを取り外します。

2　ドアの上枠を固定しているL金具の

      ビスをゆるめ、上枠を取り外します。

3　ガラスの交換を行い、外したときと逆の順序で組み立てます。

      ※ピボットボルトのナットが確実に締め付けられているかを確認してください。図6参照

      ※幕板がしっかりと固定されていることを確認してください。図8参照

施工後の点検・清掃・養生

ガラスの交換方法

・「安全上のご注意」及び説明書の内容通り施工されているかを点検し、異常の無いことを確かめて
ください。

・表面の汚れ、ほこりをふき取りながら、傷などの損傷が無いかを調べてください。

L金具上枠

図7

ドアカバー

キャッチ

図8

幕板

レール
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